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愛知県農林水産部食育推進課            (052)-954-6421 



    

 

                         食育推進課 

 

「あいちの農林水産フェア」を開催します 
 

県民の皆さんに愛知県の農林水産業に触 

れ、食育や地産地消について楽しく学んで 

いただくため、「あいちの農林水産フェア」 

を開催し、新鮮な県産農林水産物やその加 

工食品などを販売します。 

 ご当地グルメを集めたイートインコーナ 

ー、体験イベントやクイズラリーなど、家 

族揃って楽しめる内容となっています。 

なお、本年度は、ＪＡグループ愛知の農 

畜産物ＰＲイベント（あいちの農林水産フ 

ェアin金山）と共催して開催します。  

 
○ 問い合わせ先 

   愛知県農林水産部食育推進課 消費・食品表示グループ  

電話052-954-6434（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

区    分 

 

主 催 事 業            

 

共 催 事 業            

（愛知県ＪＡ大会記念行事） 

名   称 あいちの農林水産フェア あいちの農林水産フェアin金山 

事業主体 

 

 

 

あいちの農林水産フェア実行委員

会 

（構成員：愛知県、名古屋市、愛

知県農業協同組合中央会、愛知県

経済農業協同組合連合会） 

主催：ＪＡグループ愛知 

共催：あいちの農林水産フェア実

行委員会 

 

日  時 

 

平成24年11月15日(木)～20日(火)

10:00～19:00（20日17:30終了） 

平成24年11月15日(木)～16日(金)

11:00～18:00 

場  所 

 

丸栄８階大催事場（メイン会場）

 

金山総合駅連絡通路橋、 

明日なる！広場(サテライト会場)

内  容 

 

 

 

 

・県産農林水産物の紹介と販売等

・県産農林水産物を活用した加工

食品の紹介と販売等 

・県産農林水産物を活用した主催

者企画(餅つき、菜種の搾油体験、食

育検定、エコ畜産物試食等) 

・地元農畜産物及び加工品の紹介

と販売 

・学校給食を通じた地産地消と食

農教育の紹介 

・あいちの野菜を使った料理レシ

ピの紹介と実演等 

出展者数 ５５ ２６（JAグループ） 

入 場 料 無料 

情 報 サ ロ ン 

昨年度のフェア開催状況 



 
尾張農林水産事務所  

尾張果樹振興会ぶどう部会の現地研究会が開催されました  

 

尾張果樹振興会ぶどう部会の現地研究会が、平成２４年 9 月１２日（水）に農
業総合試験場園芸研究部にて開催され、尾張管内の生産者をはじめ 29 名が参加
しました。  
はじめに、園芸研究部落葉果樹研究室の上

林主任研究員が「シャインマスカット」「クイ

ンニーナ」「サンヴェルデ」の品種特性と栽培

技術について説明しました。園芸研究部では

愛知県版「シャインマスカット」栽培マニュ

アルを作成しており、マニュアルに沿って栽

培すれば高品質のものが生産できるとのこと

でした。「シャインマスカット」は県内では２～３年前から導入され今年から店

頭でみられるようになりましたが、全国的にも爆発的な勢いで増えており、名前

も充分売れているので、導入するなら早いうちに、高品質なものを作ることが重

要とのことでした。  
その後、研究ほ場で「シャインマスカット」

などの栽培状況を見学しました。仕立てや施

肥の方法、品種の特性など実際に栽培されて

いるものを見ながら活発な意見交換がなされ

ました。  
最後に今後の品種選定の参考にと、主要品種

の食味比較を行いました。農政課と農業改良

普及課、試験場の協力のもと「シャインマス

カット」をはじめ１８品種が用意され、自由

に食べ比べをしてもらい最後に人気投票を行

いました。１８品種を一度に試食できる機会

は滅多になく、数の多さに驚きながら食べ比

べをする姿や、メモを取りながらじっくりと

一つ一つ吟味する姿も見られました。投票の

結果、「クインニーナ」が１位、「シャインマ

スカット」が２位となりました。１位と２位

は僅差でしたが「クインニーナ」のほうが大粒で甘みが強く、ほどよい酸味もあ

り固い肉質ということが支持されたようでした。  

地域トピックス  

 



東 日 本 情 報 

東京事務所行政課農産物流通対策グループ 

 

 

「在京流通行政連絡会」の 
             活動について 
 

農産物流通形態が複雑化し、産地間競争も激しくなっている中、当グループは、

日本一の青果市場である東京都中央卸売市場大田市場内に駐在し、多様化する

日々の市場における農産物の動向や、他県競合産地の情勢、大消費地である首都

圏の消費動向などの情報を流通業界関係者などとの情報交換で収集し、県内に向

けて発信しております。また、各種イベントに参加することにより、本県農産物

のＰＲに日々努めているところであります。 

他県もまた同様な組織で活動しております。このような東京に事務所を置く農

産物流通に携わる行政機関をもって「在京流通行政連絡会」（以下「連絡会」とい

う）という団体が組織されています。全国各地から２１県が加入しており、愛知

県もそのメンバーの一員となっております。今回は、この「連絡会」の活動内容

等について紹介します。 

 

１ 「連絡会」の事業内容について 

(１) 情報交換会を開催 
    農産物の生産・流通・消費に関する情報・意見交換を行うための情報交

換会を開催。 

(２) 講演会・研修会の開催 
   農産物の生産・流通・消費に関する情報収集や研究を行うため、講師を

招いて講演会や研修会を開催。 

(３) 先進地視察研修会の開催 
農産物の先進的な取り組みの調査研究のための視察研修会開催。 

(４) 農産物流通情報の収集・発信 
会員各県での取り組みや、会員相互の情報交換の場を提供。 

 

このような「連絡会」活動へ積極的に参加し、広範囲わたる農産物生産・流通

に関する情報の収集・提供に、より一層努めていきたいと思っております。 

 

２ 参考（会員各県の活動概要等） 

「連絡会」主催で行われた情報交換会で出された資料等をもとにまとめたもの

です。 



 

「連絡会」会員の概要              

主な業務内容(※） 

農業産出

額 

東京都中央卸売市場 23年取扱

（億円） 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ （h22） 合計 野菜 果実 花き

会員県 

職

員

数         億円         

アンテナシ

ョップ設置

青     森 1 ○    ○ ○   2,751 297.1 144.8 149.3 3.0 ○ 

秋     田 3 ○ ○ ○      1,494 126.5 48.0 73.0 5.6 ○ 

山     形 3 ○ ○ ○ ○     1,986 153.5 43.3 84.3 26.0 ○ 

福     島 2 ○ ○   ○    2,330 147.9 92.9 32.9 22.1 ○ 

茨     城 9 ○  ○   ○    4,306 497.9 372.8 84.8 40.4 ○ 

栃     木 2 ○ ○  ○      2,552 255.6 118.8 106.2 30.6 ○ 

群     馬 3 ○ ○    ○ ○   2,226 244.8 211.9 8.2 24.7 ○ 

千     葉 4 ○ ○ ○ ○      4,048 480.2 366.8 41.0 72.4 × 

富     山 1  ○ ○ ○      615 3.4 0.5 1.8 1.1 ○ 

山     梨 4 ○ ○ △   ○  ○  790 109.8 5.4 95.2 9.1 ○ 

長     野 1 ○ ○ ○       2,243 307.2 195.0 69.2 43.0 × 

愛     知 3 ○ ○ ○ △  ○    2,962 308.0 166.6 23.7 117.7 × 

徳     島 3 ○ ○    ○    1,002 49.5 46.8 1.4 1.3 ○ 

香     川 2 ○ ○       747 28.9 22.8 3.6 2.5 ○ 

愛     媛 1 ○ ○ ○      1,262 135.9 4.0 129.1 2.8 ○ 

高     知 2 ○ ○ ○    ○  930 175.3 155.2 4.9 15.2 ○ 

佐     賀 2 ○  ○      1,204 118.2 44.7 70.9 2.5 × 

熊     本 3 ○ ○ ○ ○     3,071 199.5 91.3 95.3 12.9 ○ 

大     分 2 ○ ○ ○   ○ ○  1,312 20.3 8.6 5.3 6.4 ○ 

宮     崎 4 ○ ○ ○  ○    2,960 100.6 73.0 21.8 5.8 ○ 

鹿  児  島 2 ○ ○   ○    4,011 106.1 90.1 5.2 10.8 ○ 

※主な業務（「連絡会」情報交換会資料改）         

 ① 農産物流通情報の収集・発信に関すること      

 ② 農産物・農産加工品の販路拡大に関すること      

 ③ 首都圏におけるＰＲイベントに関すること。      

 ④ 産地と実需者のマッチング支援（展示会等出展支援）    

 ⑤ 就農相談、企業等農業参入支援に関すること      

 ⑥ 産地・市場の連携に関すること        

 ⑦ 販売協力店等に関すること  ★愛知県は農業産出額で会員中５番目  

 ⑧ 輸出に関すること     東京都中央卸売市場で出荷額で３番目の位置にある。 

 



 

園芸農産課 

 

 

第４０回全国カキ研究大会が愛知で盛大に開催されました 

 

 

第４０回全国カキ研究大会が平成２４年８月２８日（火）及び２９日（水）の

２日間において愛知県で開催されました。全国カキ研究大会の本県における開催

は平成２年以来２２年ぶりです。 

本大会には、県外から２９８名、県内から３５２名の合計６５０名が参加し、

盛大に開催されました。 

 

１ 大会の趣旨について 

  この大会は、全国のカキ生産者が一堂に会して、カキ生産の技術・流通にお

ける問題を検討し、生産技術等の向上に資するとともに、交流を通してカキ生

産者の相互連携を深めることを目的に、カキ主産県で隔年開催されています。 

  今回の大会は、県内果樹生産者の団体である愛知県果樹振興会、農業団体、

県内カキ主産地のＪＡ及び市町、県等で実行委員会を組織し、昨年８月から大

会準備・運営を行ってきました。 

 

２ 大会内容について 

近年、消費者のくだもの離れが進む中、消費者ニーズを改めて見つめ直し「売

れるくだもの作り」を目指す必要があります。 

このことから、今大会のテーマを「カキで儲けるための戦略」～消費拡大、

輸出、６次産業化の可能性を考える～に設定しました。 

この大会テーマのもと、大会１日目は豊橋市のライフポートとよはしを会場

に、式典や基調講演、事例発表が行われ、大会２日目は、県外からの参加者を

対象に、本県の主要カキ産地である豊橋市、新城市、幸田町の産地視察が行わ

れました。 

 

（１）研究大会でカキ産地の活性化、消費拡大について研究 

   基調講演では「食」とそのプロモーションを通じた地域活性化のプロデュー

スを専門とする（株）地域活性プランニング代表取締役の藤崎慎一氏から、「カ

キ産地の活性化に向けた提言」と題して講演をいただきました。藤崎氏の講演

は非常に好評で、当日の夜の交流会でも、藤崎氏を囲んで産地活性化に向けた

数多くの意見が飛び交いました。 
   事例発表は、奈良県、福岡県、愛知県の代表者から、それぞれの地域で行わ

れているカキの消費拡大に関する取組について発表がありました。一部の発表

では、マスコットキャラクターがテーマソングにあわせてダンスを披露するな

ど、活気のある事例発表となりました。 

西日本情報 



また、式典において、果樹栽培技術の改良開発や経営改善、産地振興に貢献

したことが評価され、地元豊橋市のカキ生産者である本多市喜夫氏に全国果樹

研究連合会会長賞が授与されました。 
 

（２）県外参加者による県内主要カキ産地の視察 

   産地視察は、県外からの参加者が３つにコースに分かれて、それぞれ豊橋、

新城、幸田の３地域のうち２地域のカキ栽培園等を視察しました。 

   豊橋市では、石巻地区の今川氏の次郎柿園を、新城市では、稲木地区の藤

田氏の次郎柿園と日吉地区の古田氏の富有柿園を、幸田町では、長嶺地区筆

柿団地の中の安藤氏の園と、ＪＡあいち三河の筆柿選果場、国道２３号沿い

の道の駅「筆柿の里」を視察しました。 

視察地では、受入産地の関係者による歓迎のセレモニーや、お茶や地域特

産品の振る舞いなどの充実したおもてなしの実施により、多くの参加者に満

足していただいた視察となりました。 

   これは、いずれの産地においても、園主を始め生産者、ＪＡ、市町、県が

一体となって、視察受入の準備を進め、参加者が快く視察できるように園地

を整備した結果です。 

 

 

写真１ 大会式典の様子 

 
写真２ 藤崎氏による基調講演 

写真３ 視察園主による説明 写真４ 視察者へのおもてなし 



 
愛知県経済農業協同組合連合会  
園芸部東日本営業所 杉浦正和 

 
担当者として感じた花き販売の現状と県内花き産地に向けた提案 

 
愛知県は言わずと知れた花の産出額第 1位の県で、その額も他の県を大きく引き

離しています。（平成 22年産出額 533億円 第 2位千葉県・福岡県同額 191億円） 
このことは国内最大手の花き市場においても当然知られていることと認識してい

ました。 
 ところが、セリ場では愛知が花きの大産地ということはあまり知られていないよう

でした。 
  
現在の花きの販売は、セリではなく前売り中心となっています。そのため県内の産

地は前売り販売を強化するために出荷情報の収集や精度向上に努めてきました。 
 前売りの販売率が向上した分、セリ場で販売される品目および数量は少なくなりま

した。その分販売単価は安定し、販売金額の向上ないし維持につながりましたが、セ

リ場での愛知の知名度は低下したと思います。 
 
昨年 11月に大田市場内の仲卸店頭で行った愛知花フェアのアンケート調査では、
「愛知県の花き産出額が全国1位ということを知
っていますか」という問いに「知らなかった」と

回答された方が約 7割を占めました。 
また要望や意見を伺ったところ「生産地の情報

がほしい」との意見を多数いただきました。 
 
前売り中心に購入する場内・場外仲卸の仕入担

当には、愛知県の産地規模や栽培品目は知られて

います。 
しかしながら、セリを中心に購入する小売店の買参人や場内仲卸の店頭で花を購入

する買い出し人、また、仲卸へ注文や配達等を依頼して購入している生花店などは、

愛知県が花の大産地であることは思ったほど知られていないのが現状でした。 
 こうした状況のため、愛知県が花の大産地であることを消費者とその消費者に近い

生花店の販売員に知ってもらうこと、仕入の際に優先して選んでもらえる産地になる

必要があると思います。 
 
 

フラワーページ 

生花店での産直商品の販売 



 
 
 
産地ＰＲのため産地表示などの手段が考えられますが、都内の生花店においても産

地表示を実施している生花店はまだ少なく、一部の店舗に留まっています。 
今後産地表示を拡大するためには、単純に表示の依頼をするだけでなく、産地表示

がしやすい環境をつくることが必要です。 
 量販店（スーパー）からも産地表示をして差別化販売をしたい要望も聞いています。 

 
今以上に愛知県産を選んでもらうには、 
① インターネット上で閲覧できるホームページやブログ等での産地紹介。 
② 販売員向けの産地情報や栽培のこだわりポイント、品目特性（長所、短所）等
を記したデータやパンフレットの作成。 

③ 一般消費者向けの取扱説明書や簡単な産地情報を記載した小型のチラシの作成。 
④ 生産者による生花店店頭での販促活動の実施。 
⑤ 花育による産地のＰＲ 
等の取り組みが必要だと思います。 

 
これらの取り組みを実践し、愛知の花の販売を伸ばしていきたいと思います。 

生花店店頭にて生産者による花の無料配布 市場イベントでの花育および産地ＰＲ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

ずか ：±２％台以内わ
や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸売価格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

２７９ １４４ ２９０ ２７７ 三重 （２６％）２３年実績
(５２％)

５００ － ２８０ －２４見通し

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知中心に三重などから入荷する。玉 種無しの品種の人気が高い。柿全体では和歌
の肥大期の８月後半から９月にかけての 山産の渋柿の種無しが人気が高い。柿の消費量
雨により順調に肥大。着果も良好で生育 が伸びないなか、岐阜の冬柿のネームバリュー
は順調。台風の影響は今のところ無い。 に対抗するためにも、宣伝や売り込みが必要。
入荷量は不作だった前年を大幅に上回 地産地消などの取組に力を入れてもらいたい。

り、価格は前年をやや下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

４５１ ４１９ ３０８ ３００ 静岡（５．８％）２３年実績
(９３％) 埼玉 (０．３％)

９５０ － ２７０ －２４年見通し

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知中心に静岡などから入荷する。 「りんご」「みかん」など競合する果実が
春先の低温で開花はやや遅れたが、現状 本格化する時期にあたる。果実全体に販売環

は平年並み。着果量が多く玉伸びも順調で 境が厳しい中で、いかに安定した品質の「柿
Ｌ、２Ｌ中心を予想。入荷量は全国的に裏 」を消費者に提供できるのかが重要となる。
年だが、生理落果が多く不作だった前年を このため、選果選別の徹底はもとより、予約
大幅に上回り、価格は前年をかなり下回る 販売に向けた的確な出荷情報の提供が求めら
見込みである。 れる。



名古屋・東京市場における青果物の１０月の見通し

９月１４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４１，９２８ 195 191 195 北海道 38%
２０年 ４１，４９５ 202 186 170 長野 19%
２１年 ４１，４０７ 158 169 169 群馬 8%
２２年 ３４，１５４ 216 223 261 茨城 7%
２３年 ３６，１０４ 250 222 174

５ ヵ年平均 ３９，０１８ － － －

２４年見通し ３８，３００ － － －

１９年 ２，９２５ 120 92 87 青森 40%
２０年 ３，０８４ 138 74 66 北海道 34%
２１年 ３，４１６ 55 52 59 新潟 11%
２２年 ２，３２３ 130 84 99 石川 5%
２３年 ２，７０７ 185 105 81

５ ヵ年平均 ２，８９１ 122 80 77

２４年見通し ２，４００ 120 100 80

１９年 ３，３３５ 104 109 119 北海道 90%
２０年 ３，４１８ 117 109 98 青森 9%
２１年 ３，０２０ 105 119 102 中国 1%
２２年 ２，３１４ 160 155 147 愛知 0%
２３年 ２，７５３ 161 161 102

５ ヵ年平均 ２，９６８ 127 128 112

２４年見通し ２，８００ 110 120 100

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１９４
１８５
１６５
２３３
２１２

だ
　
い
　
こ
　
ん

９９
９１
５５

１０３
１１７

９１

１００

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１９８

１７５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　九州は豪雨、北海道は長雨に対して中
京、関東圏は干ばつ気味。果菜類は天候に
恵まれ数多く出荷されたため単価安。北海
道産品は悪天候の影響を受け、生育が悪く
小玉傾向。
　入荷量は前年をかなり上回り、単価は前
年を大幅に下回る見込み。

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道及び青森中心の入荷となる。北海
道では高温や降雨の影響を受け、品質は悪
い。愛知と岐阜からも入荷するが天候しだ
いで出荷時期の遅れが出るおそれがある。
　入荷量、価格ともに前年をかなり下回る
見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１１
１０８
１０８
１５４
１３３

１２０

　北海道中心の入荷となる。天候不順の重
なった前年よりも多く入荷する見込みなの
で価格は下がり販売は厳しくなる見込み。
　入荷量は前年並みの見込み。価格は数が
少なく高めだった前年を大幅に下回る見込
み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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９月２４日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １４０，１７２ 227 215 216 北海道 27%
２０年 １４３，７１１ 220 220 205 茨城 13%
２１年 １４６，４５４ 168 179 184 長野 11%
２２年 １３０，０１８ 283 226 230 千葉 10%
２３年 １３６，３７９ 268 227 183 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １３９，３４７ － － －

２４年見通し １４１，０００ － － －

１９年 １２，９１６ 115 87 78 北海道 38%
２０年 １３，７９５ 131 68 53 青森 27%
２１年 １４，５９６ 57 47 52 千葉 24%
２２年 １２，３４１ 124 81 100 岩手 5%
２３年 １３，３９１ 161 91 69 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １３，４０８ 118 75 70

２４年見通し １３，５００ 85 85 85

１９年 ８，３５７ 114 114 120 北海道 89%
２０年 ８，３２６ 121 119 104 青森 6%
２１年 ８，４１０ 115 120 115 中国 3%
２２年 ８，１１０ 158 152 142 千葉 1%
２３年 ８，０６５ 155 152 114 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，２５４ 132 131 119

２４年見通し ８，１００ 110 110 110

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２１９
２０５
１７７
２４５
２２３

だ
　
い
　
こ
　
ん

９３
８３
５２

１０２
１０２

８５

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２１３

２００
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、東北からの入荷が減少し、関東
産地からの入荷が本格化する。前年は各産
地ともに台風などの天候不順の影響で出荷
量が減り、単価高となったが今年は、各品
目とも生育は概ね順調である。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北、北海道が終盤を迎え、関東産地からの
入荷が始まる。昨年、北海道は少ないまま終了
したが今年は潤沢にあり安定した出荷が見込ま
れる。東北も同様。千葉は高温・干ばつから播
種時期が遅れたこともあり少なめの出荷見込
み。
　全体では入荷量は前年並が見込まれ、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１６
１１４
１１７
１５０
１４０

１２７

　北海道中心の入荷となる。北海道は現
況、８月の高温と降雨の影響を強く受け小
ぶりである。１０月に入れば若干回復に向
かうが影響は残る。
　入荷量は少なかった前年並であるが、昨
年に比べ品質低下もあり価格は高かった前
年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４，８０４ 81 89 86 長野 93%
２０年 ４，１８５ 111 75 64 北海道 3%
２１年 ３，９６０ 59 48 58 茨城 2%
２２年 ３，５８９ 109 72 79 青森 1%
２３年 ３，７０４ 188 119 56

５ ヵ年平均 ４，０４８ 107 81 69

２４年見通し ３，６００ 90 80 70

１９年 ４，７４３ 79 76 85 群馬 49%
２０年 ４，６０３ 81 71 71 茨城 15%
２１年 ４，５８４ 70 60 59 長野 15%
２２年 ３，７５２ 110 95 115
２３年 ４，７２１ 111 89 77

５ ヵ年平均 ４，４８１ 90 78 80

２４年見通し ４，７００ 60 60 60

１９年 ３７０ 766 618 516 岐阜 48%
２０年 ３６０ 920 533 407 愛知 41%
２１年 ３０８ 546 743 504 長野 4%
２２年 ３３４ 842 544 427 千葉 2%
２３年 ３０２ 965 675 452

５ ヵ年平均 ３３５ 810 618 461

２４年見通し ３２０ 640 620 600

 前年及び本年の

 前年及び本年の

　群馬、茨城などの関東産地を中心に長
野、北海道から入荷する。群馬は順調な生
育状況であるため、そのまま順調な入荷が
見込まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野中心の入荷となる。９月からは小売
店の販売面積も広がり売れ行きは良い。は
くさいを使った漬物加工品がＯ１５７の影
響で生産を減らしている。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

８０
７４
６３

１０６
８９

８２

６０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

６２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　１０月までは岐阜中心の入荷が続く。岐
阜は中旬までは安定して出荷を続け、順次
終了していく。１０月後半からは愛知産の
入荷が増加してくる。愛知は稲沢のハウス
物が順調な生育状況。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並みの見込み。
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う

６１７
５５２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

は
　
く
　
さ
　
い

８５
８２
５５
８６
９９

８１

８０

５７８
５６４
６２６

５８７

 入荷量・価格の動き
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １３，０００ 81 82 67 長野 70%
２０年 １３，０２２ 107 67 47 茨城 18%
２１年 １３，１０１ 51 41 42 北海道 7%
２２年 １３，８８１ 113 69 74 群馬 4%
２３年 １２，９０３ 177 108 48 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １３，１８１ 106 73 56

２４年見通し １３，５００ 50 50 50

１９年 １５，１７５ 76 74 76 群馬 59%
２０年 １５，３３７ 80 65 62 千葉 20%
２１年 １７，３５５ 68 53 51 茨城 9%
２２年 １４，３７３ 117 93 109 岩手 7%
２３年 １５，７４７ 109 87 71 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 １５，５９７ 90 74 74

２４年見通し １６，０００ 80 80 80

１９年 １，７０６ 612 538 471 群馬 34%
２０年 １，７９２ 731 419 345 栃木 19%
２１年 １，５９７ 391 647 447 茨城 14%
２２年 １，５９０ 751 475 464 千葉 10%
２３年 １，３６７ 845 532 404 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，６１０ 666 522 426

２４年見通し １，４５０ 540 520 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　関東産地中心の入荷で北海道、東北産は
減少する。群馬は干ばつ気味で病害の発生
も少なく、９月に引き続き生育は良好。千
葉は干ばつの影響で植え付けの作業遅れあ
り。
　入荷量は前年並が見込まれ、価格は前年
をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野及び茨城からの入荷となる。長野は
干ばつの影響等はあるものの基本的に生育
は順調。茨城は定植遅れがあるもの今後の
天候次第で回復見込み。全体としては不足
感はない。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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 前年及び本年の

５２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地中心の入荷となる。全体的に現
況、高温の影響で遅れ、数量減となってい
るが回復傾向。今後の天候次第であるが順
調な出荷が見込まれる。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は高かった前年をやや下回る見込み。
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品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

４７８
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５４６

５１０

東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １，３９５ 457 377 373 北海道 43%
２０年 １，４２３ 378 309 289 長野 13%
２１年 １，４２８ 326 351 306 富山 8%
２２年 １，２２７ 517 356 374 愛知 8%
２３年 １，３３４ 404 290 241

５ ヵ年平均 １，３６１ 413 336 316

２４年見通し １，４００ 350 300 250

１９年 ２，０５０ 224 174 155 長野 54%
２０年 １，８７０ 240 174 137 茨城 44%
２１年 １，９３６ 74 90 100 兵庫 1%
２２年 １，４４６ 405 206 187 愛知 1%
２３年 １，７５１ 240 179 124

５ ヵ年平均 １，８１０ 227 162 139

２４年見通し １，８００ 170 150 130

１９年 １，５３６ 292 293 342 群馬 38%
２０年 １，４５４ 391 275 294 埼玉 20%
２１年 ２，３１６ 166 233 276 山梨 13%
２２年 １，２９１ 380 254 395 長野 10%
２３年 １，３２４ 398 290 314

５ ヵ年平均 １，５８４ 305 265 318

２４年見通し １，３５０ 350 280 300

品
目
名

３２６
４１１
２９９

３５１  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道中心の入荷となる。北海道産品は
雨など天候不順の影響もあり、やや細めだ
が順調な出荷が見込まれる。愛知の長ねぎ
は昨年並みの入荷見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並みとなる見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１８２
１７９
８８

２４９
１７０

１７０  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地の中心が高冷産地から平坦地へと移
り変わる。長野は早めに終了見込であり、
１０月中旬から下旬までの入荷となる。準
高冷地産は作付の減少から高値。平坦地は
干ばつの影響が出ている。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地中心に入荷する。夏秋ものの切
り上がりが早い見込み。１０月中旬から下
旬にかけて順調な出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

２９２

　　　　区分
実績
と見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５，７６１ 403 274 270 青森 28%
２０年 ６，２５４ 314 209 180 秋田 14%
２１年 ５，５４５ 275 267 229 山形 11%
２２年 ５，２７２ 428 289 309 北海道 11%
２３年 ５，８７９ 259 196 164 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ５，７４２ 336 247 230

２４年見通し ５，８００ 230 220 210

１９年 ８，７２６ 189 155 133 茨城 56%
２０年 ８，４０９ 212 158 123 長野 32%
２１年 ９，６７０ 62 82 85 栃木 6%
２２年 ７，８７７ 391 189 167 群馬 4%
２３年 ８，６８６ 221 169 113 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ８，６７４ 215 151 124

２４年見通し ８，８００ 130 130 130

１９年 ６，２４５ 260 269 308 埼玉 30%
２０年 ６，４８５ 351 251 264 群馬 22%
２１年 ６，３４９ 159 265 233 茨城 13%
２２年 ５，４９８ 340 243 392 福島 12%
２３年 ６，１９６ 351 266 283 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ６，１５５ 291 259 196

２４年見通し ６，４００ 220 240 260

品
目
名

２５５
３４０
２０２

２６７  前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、秋田に加え、関東産地からの入荷
が増加。東北各県の作柄は、天候の変動に
より病害の発生も散見されるが基本的に生
育は順調。
　入荷量は順調に入荷した前年並となる見
込み。価格は安値であった前年をかなり上
回るものの平年比安となる見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１５８
１６１
７５

２３６
１６３

１５５  前年及び本年の

１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、長野からの入荷が中心となる。茨
城は干ばつの影響で若干遅れがみられたも
のの回復し豊作型。終盤の長野も順調な出
荷が見込まれる。
　入荷量は順調に入荷した前年をさらにや
や上回り、価格は前年を大幅に下回る見込
み。

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地中心の入荷となる。埼玉は、気
温高で品質低下が散見されるものの、順調
な出荷が見込まれる。他産地も同様の傾
向。
　入荷量は前年をやや上回る見込みで、価
格は高かった前年を大幅に下回る見込み。

２７８
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と見通し
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ７４４ 282 264 294 愛知 28%
２０年 ７３６ 326 256 235 熊本 27%
２１年 ６７５ 150 314 366 山梨 16%
２２年 ８５１ 307 220 223 徳島 12%
２３年 ６６６ 506 338 259

５ ヵ年平均 ７３４ 313 275 272

２４年見通し ７５０ 210 260 240

１９年 １，００３ 382 451 552 岐阜 21%
２０年 １，１０８ 464 417 311 愛知 20%
２１年 １，３６３ 245 276 301 北海道 17%
２２年 ９１７ 635 458 421 千葉 12%
２３年 ９４１ 723 580 321

５ ヵ年平均 １，０６６ 468 423 374

２４年見通し ９５０ 420 400 380

１９年 ２６１ 709 775 841 北海道 50%
２０年 ２８３ 672 751 527 愛知 26%
２１年 ３３４ 527 544 494 熊本 10%
２２年 ２３５ 1,237 1,159 693
２３年 ２８４ 1,051 1,031 720

５ ヵ年平均 ２７９ 816 832 645

２４年見通し ２６０ 750 750 750

２４０

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本中心の入荷となる。山梨から
の入荷は減少する。長なす、千両なすが入
荷する。１０月に入る前に端境期となり入
荷減少で高値となるが、徐々に入荷量は増
加し安値となる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

な
　
　
　
　
す

２７９
２６９
２５３
２４８
３３６

２７５

ト
　
　
マ
　
　
ト

４４８
３８７
２７２
４９４
４８４

４０５

４００

７５０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜、愛知中心の入荷となる。北海道、
東北産は切り上げが早まる見込み。愛知、
熊本の入荷が始まるが量は少なく、今後の
天候次第だが品薄になる見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年を大幅
に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北の産地から南の産地へ地の切り替わり
の時期。北海道中心の入荷だが入荷量は前
年より少なく、切り上がりも早い。熊本、
愛知は８月の暑さの影響がでて入荷量全体
では少なめの見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。
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前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ３，７４９ 359 294 274 高知 29%
２０年 ４，１０７ 348 215 197 栃木 22%
２１年 ３，４３５ 173 307 313 茨城 15%
２２年 ３，９０７ 308 222 211 群馬 14%
２３年 ３，３６６ 486 314 262 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，７１３ 335 270 251

２４年見通し ３，５００ 260 280 300

１９年 ５，８１７ 357 443 507 千葉 24%
２０年 ６，３２７ 444 394 302 茨城 18%
２１年 ７，６８１ 239 269 294 青森 11%
２２年 ５，３７６ 591 420 428 福島 10%
２３年 ５，８６８ 680 502 319 （愛知産比率 7%)

５ ヵ年平均 ６，２１４ 462 406 370

２４年見通し ５，８００ 390 390 390

１９年 １，１５９ 663 728 761 茨城 21%
２０年 １，２６３ 608 708 549 千葉 16%
２１年 １，５７０ 486 478 441 愛知 15%
２２年 １，０４５ 1,154 1,010 658 北海道 13%
２３年 １，２０３ 938 1,040 649 （愛知産比率 14%)

５ ヵ年平均 １，２４８ 770 793 612

２４年見通し １，２００ 800 800 800

な
　
　
　
　
す

３０８
２４７
２２１
２４５
３３４

２７０  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加え、西南暖地からの入荷が
始まる。高知は花着き、着果とも概ね順
調。栃木は高温の影響で花落ち等はあるも
のの昨年のような台風の影響もなく順調な
出荷が見込まれる。入荷量は前年をやや上
回り、価格は高かった前年を大幅に下回る
見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

４２８
３７３
２６６
４７５
４６７

３９２  前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　東北産地は終盤を迎え、関東産地からの入荷
が中心となる。千葉は猛暑の影響で現況、小玉
傾向。茨城についても同様で、開花の遅れや着
花不良等が散見される。青森は切り上がりは前
年より早い。　入荷量は少なかった前年並の見
込みで、価格は９月からの高値の反動でやや下
げ基調で前年をかなり下回る。
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ト

７１７
６１８
４６６
９２３
８６３

６９６  前年及び本年の

８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道は終盤を迎え、関東産地と愛知か
らの入荷が増えてくる。各産地とも、夏の
猛暑に続き残暑の影響は受けたものの前年
並の出荷が期待できる。入荷量は平年をや
や下回るものの前年並が見込まれ、価格は
前年をやや下回る見込み。
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（愛知産比率）

　　　　区分
実績
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５１０ 330 351 375 茨城 40%
２０年 ５２４ 257 348 313 岩手 21%
２１年 ５４１ 139 224 368 鹿児島 12%
２２年 ４６１ 508 382 377 宮崎 8%
２３年 ４４５ 392 475 339 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４９６ 317 351 354

２４年見通し ４５０ 350 380 320

１９年 ３，５５３ 74 71 76 北海道 100%
２０年 ３，５１６ 74 76 72 青森 0%
２１年 ３，２９２ 105 111 83 愛知 0%
２２年 ２，７２９ 159 154 117 0 0%
２３年 ２，７０９ 125 117 94 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，１６０ 104 103 87

２４年見通し ２，８００ 70 70 70

１９年 ６，０７０ 62 60 62 北海道 95%
２０年 ６，０３４ 73 67 67 中国 3%
２１年 ６，１０８ 82 82 78 アメリカ 2%
２２年 ４，５０３ 118 125 113 兵庫 1%
２３年 ４，２２６ 106 105 83

５ ヵ年平均 ５，３８８ 85 84 79

２４年見通し ６，０００ 80 80 80

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３５２
３０６
２２９
４１５
３８０

３３２  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、岩手、北海道を中心に入荷する。
北海道は１０月中旬まで夏秋ものの残りを
出荷する。１０月中旬より産地は宮崎、鹿
児島などの西南産地に移行する。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

７４
７４
９７

１４２
１０９

９７  前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。長雨な
どの天候不順により、生産地域により大き
さのばらつきが出ている。洞爺湖周辺地域
は大玉傾向だが、Ｌ、Ｍの小玉の地域もあ
る。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６１
６９
８０

１１９
９３

８２  前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。作柄は
良好。１０月は出荷のピークを迎え、前
年、平年を超える入荷となるために安値に
なる見込み。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

（愛知産比率）

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ２，０５４ 289 311 357 茨城 72%
２０年 ２，１３９ 245 356 265 岩手 11%
２１年 ２，１５１ 121 222 337 福島 6%
２２年 １，７０５ 489 386 346 青森 5%
２３年 １，８０４ 363 402 240 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １，９７１ 301 335 309

２４年見通し ２，０００ 280 300 320

１９年 ８，５３６ 81 85 86 北海道 99%
２０年 ８，１３３ 94 94 92
２１年 ７，６２０ 118 120 123 0 0%
２２年 ７，２４８ 158 157 152 0 0%
２３年 ７，１９２ 123 124 120 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，７４６ 115 116 115

２４年見通し ７，９００ 80 80 80

１９年 １２，１３７ 67 68 69 北海道 88%
２０年 １１，４８４ 80 80 78 中国 8%
２１年 ９，９５９ 101 100 99 米国 3%
２２年 ９，６１８ 135 135 135 兵庫 1%
２３年 １０，５８１ 103 100 97 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １０，７５６ 97 97 96

２４年見通し １，１００ 80 80 80

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３１７
２８５
２２０
４０６
３２７

３０６  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城と東北産地中心の入荷となる。茨城
の生育は若干花落ちの段と害虫被害もみら
れるものの概ね順調。東北産の残量は多い
見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８４
９３

１２１
１５６
１２２

１１４  前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。ここ２
年の小玉傾向も解消され、今年はいもの肥
大は順調で豊作型に近い。また、京浜市場
仕向けの割合が増加するとの予想もある。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６８
７９

１００
１３５
１００

９５  前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心で価格次第では
輸入物が増加する。北海道は一部産地を除
き総じて順調な生育で前年を超える出荷量
が見込まれる。系統出荷に加え今年は商系
の出荷増も予想される。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １５，１８３ 300 264 249 三重 19%
２０年 １５，８７３ 244 235 221 和歌山 15%
２１年 １４，５７９ 235 213 201 長野 15%
２２年 １２，１９６ 324 282 250 フィリピン 14%
２３年 １３，１５４ 307 269 233

５ ヵ年平均 １４，１９７ － － －

２４年見通し １３，２００ － － －

１９年 ４，４４７ 272 212 179 三重 60%
２０年 ４，８４５ 195 180 182 熊本 15%
２１年 ４，４５０ 193 160 156 和歌山 9%
２２年 ３，２２８ 261 228 188 静岡 6%
２３年 ４，１１３ 224 187 148

５ ヵ年平均 ４，２１７ － － －

２４年見通し ４，０００ 220 190 180

１９年 ２，２８３ 273 228 262 和歌山 75%
２０年 ２，５４９ 216 211 180 岐阜 10%
２１年 ２，５６８ 193 192 178 愛知 7%
２２年 １，６４８ 369 310 303 三重 4%
２３年 ２，２２５ 291 251 260

５ ヵ年平均 ２，２５４ － － －

２４年見通し ２，４００ 200 200 200

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　和歌山を中心に入荷する。和歌山からは
刀根早生が入荷。夜間気温が高いので着色
遅れが出て出荷が少し遅れる。岐阜からは
１０月後半から早生品種が入荷。三重、愛
知からは次郎柿が入荷。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は品
薄で高かった前年を大幅に下回る見込み。

か
　
　
 
　
き

２５４
１９９
１８６
３２３
２６０

２３７

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　三重、熊本を中心に入荷。三重産は春先
の低温による開花遅れの影響を受け、Ｍ、
Ｓ中心の小玉傾向。熊本産は雨のため日照
時間が短く生育期間が短かったために小玉
傾向。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや上回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

２１６
１８５
１６７
２２１
１７４

１９１

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　三重、和歌山、長野中心に入荷。みかん
は裏年。かきは豊作。りんごは高温により
少なめの見込み。日焼け影響もあり日持ち
は悪い。果樹の後継者不足は解消されてい
ない。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

２７１
２３３
２１６
２８５
２６２

２５２
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目
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５２，５６５ 288 262 245 和歌山 12%
２０年 ５６，６９２ 239 229 220 熊本 10%
２１年 ５７，２８１ 225 205 194 フィリピン 9%
２２年 ４５，１３５ 310 271 249 青森 8%
２３年 ４６，７８１ 291 265 247 （愛知産比率 2%)

５ ヵ年平均 ５１，６９１ － － －

２４年見通し ５１，０００ － － －

１９年 １７，９３５ 303 200 171 熊本 32%
２０年 １７，８０５ 190 158 152 愛媛 19%
２１年 １８，９４７ 184 142 132 長崎 18%
２２年 １２，６４８ 265 197 167 佐賀 14%
２３年 １４，１５６ 226 185 172 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １６，２９８ 231 174 157

２４年見通し １３，５００ 220 180 180

１９年 ９，１６５ 273 237 252 和歌山 48%
２０年 １０，０４９ 231 224 208 奈良 24%
２１年 １０，８５６ 190 198 192 新潟 6%
２２年 ６，７５２ 384 303 297 福岡 4%
２３年 ９，１１７ 292 253 253 （愛知産比率 7%)

５ ヵ年平均 ９，１８８ 264 238 235

２４年見通し １０，９００ 280 230 220

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　和歌山中心に奈良、愛知、新潟等から入
荷する。前半は「刀根早生」後半からは
「平核無」中心に入荷。ここ数年不作で
あったが、今作は生育順調で、入荷量は不
作だった前年を大幅に上回り、価格は前年
をかなり下回ると見込まれる。

か
　
　
き

２５２
２１９
１９３
３２０
２６３

２４３

 前年及び本年の

１８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本中心に長崎、佐賀などの九州産地や
愛媛などから「極早生」中心に入荷する。
本年産は裏作にあたるが、着果状況は良
好。やや小玉だが高糖度で食味は良好。入
荷量は前年をやや下回り、価格も前年並み
が見込まれる。

み
　
　
か
　
　
ん

１９６
１６５
１４９
２０１
１８７

１７８

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、かき、なし、りんご中心に入
荷。りんごは「つがる」に「シナノスイー
ト」「ｼﾞｮﾅｺﾞｰﾙﾄﾞ」「ふじ」が加わっての
入荷となる｡生育は良好だが、高温の影響で
着色が遅れている。果物全体の入荷量は不
作だった前年をかなり上回り、価格は前年
をやや下回ると見込まれる。
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計

２６４
２２９
２０７
２７６
２６５

２４６  前年及び本年の

２５０
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実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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切　花　・　鉢　花　の　１　０　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　９月２５日現在）

１９年 ２，８０９ ６０
実 ２０年 ２，５８５ ５１

２１年 ２，１８５ ５１
績 ２２年 １，８２４ ４６

２３年 １，８０２ ６１

２，２４１ ５４

１，９８０ ５５

概
　
要

１９年 １，３２５ ３６
実 ２０年 １，２７０ ２３

２１年 １，０３２ ２８
績 ２２年 ９６４ ２０

２３年 ８８８ ４２

１，０９６ ３０

９８０ ３０

概
　
要

１９年 １，５１８ ３６
実 ２０年 １，３０４ ３７

２１年 １，１８１ ３４
績 ２２年 １，１５２ ４０

２３年 １，２８１ ３８

１，２８７ ３７

１，４００ ３５

概
　
要

１９年 １５８ １０５
実 ２０年 １２６ １２２

２１年 １２３ ９３
績 ２２年 ７６ １４２

２３年 ６１ １７５

１０９ １１９

７５ １４０

概
　
要

２４年見通し

　長野、北海道、福島、熊本、和歌山から入荷。高冷地から暖地への切り替わりとなり、
数量は少ない。ブライダル需要で価格は堅調。７～9月の天候が不安定だったため、品質
面が心配される。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、奈良等から入荷。山間地の出荷物は終盤に向い、地物中心となっていく。
旱魃ぎみであったが、降水もあり、今後台風の影響がなければ、平年並みの出荷が見込ま
れる。

５ヶ年平均

２４年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、北海道、愛知を中心に入荷。高冷地産は7月の集中出荷で、全体的に前進傾向と
なっており、10月からは減少し、長い物に関しては品薄傾向と思われる。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重、長野を中心に入荷。高冷地産は順次減少し、彼岸後の冷え込みもあり、上
旬はあまり多くない。周年出荷産地の品種も秋冬品種に切り替わっていくため、品種の揃
いは下旬まで安定ない。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：千本、円／本
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１９年 ４６７ １６４
実 ２０年 ４０５ １６５

２１年 ３４４ １６０
績 ２２年 ３６８ １８４

２３年 ４１１ １７２

３９９ １６９

４００ １７５

概
　
要

１９年 ５２６ ７９
実 ２０年 ５００ ７５

２１年 ４２６ ６８
績 ２２年 ５２１ ６８

２３年 ６０８ ６５

５１６ ７１

６５０ ７０

概
　
要

１９年 １，１２４ ７６
実 ２０年 １，１４１ ７６

２１年 １，０９５ ６７
績 ２２年 １，１０９ ７２

２３年 １，０３０ ７３

１，１００ ７３

１，１００ ７３

概
　
要

１９年 １，８３２ ４５
実 ２０年 １，７０５ ４４

２１年 １，４５８ ４３
績 ２２年 １，７５３ ４３

２３年 １，８９２ ２８

１，７２８ ４０

１，８００ ３５

概
　
要

２４年見通し

　季節感のあるツルウメ、つのナス、実バラ等の実物が長野、岐阜を中心に入荷。
花展等もあり、引合いは強くなりそう。日柄もよいため、ブライダル需要も期待できる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、静岡、鹿児島、輸入物が入荷。天候により国内物の入荷が左右されそうだが、輸
入物に関しては影響は少なく、安定した入荷が予想される。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

２４年見通し

　OHは新潟、岐阜、高知、埼玉、静岡から入荷。夏場の高温で遅れて出荷される産地もあ
り、平均した入荷。LAは彼岸用の出荷後となり、入荷は少ない。同様に鉄砲も産地が切り
替わり、数量は少なめ。ユリ系は全体に相場堅調が見込まれる。

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山を中心に入荷。夜温も下がり、品質面でもよくなってきてい
る。
週末の日柄もよく、ブライダル需要もかなり増える見込みで、堅調な販売となろう。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　９月６日現在）

１９年 ３５，７５１ ６８６

実 ２０年 ２５，１１６ ７２７

２１年 ２１，４０６ ６６６

績 ２２年 ２３，５５３ ６９９

２３年 ２７，４８８ ７３７

２６，６６３ ７０３

２８，０００ ７３０

概
　
要

１９年 ９９，２８４ ４０６

実 ２０年 ７７，８３２ ３８５

２１年 ８１，９４７ ３４４

績 ２２年 ６０，１０４ ３７６

２３年 ６１，２５３ ４４８

７６，０８４ ３９１

６１，２００ ４００

概
　
要

１９年 ５６９，３９３ １８５

実 ２０年 ５９１，０７８ １９７

２１年 ６３８，７１５ １８０

績 ２２年 ５０４，０１６ １８４

２３年 ６２８，２８１ １８５

５８６，２９７ １８６

６２０，０００ １８５

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年より増加か。昨年同様ユッカ、コンシを主体とし大・中・小とすべてにお
いて入荷は多い見込み。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（５６．８％）、２位鹿児
島（１６．５％）、３位沖縄（１３．８％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量は昨年並みか。昨年同様ガーデンシクラメンの作付けは増加傾向にあり、中旬以
降から増加の見込み。５号鉢が減少し、４号鉢は増加傾向となっている。残暑の残る上旬
は価格面も厳しいと予想され、中旬以降より相場も安定か。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位長野（３０．５％）、２位愛知
（３０．０％）、３位北海道（１５．４％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、関東ともに作付の大幅変更は無く、入荷量も昨年並みか。ただ、近年需要期が遅
くなっている為、価格面では昨年を下回る見込み。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（７１．０％）、２位埼玉
（２５．４％）、３位茨城（３．６％）となっている。

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１９年 １１，６８３ １，８０２

実 ２０年 ９，８０７ ２，２２７

２１年 ７，３６９ ２，０６０

績 ２２年 ４，３０７ １，８０８

２３年 ８，７６５ ２，２０１

８，３８６ ２，０３１

８，７００ ２，２００

概
　
要

１９年 ５４，４８４ １８９

実 ２０年 ６１，４７５ ２０２

２１年 ６３，１４８ ２０２

績 ２２年 ４７，５６１ ２００

２３年 ５０，８０９ ２０１

５５，４９５ １９９

５０，０００ ２００

概
　
要

１９年 ６５４，９５０ ５４

実 ２０年 ８６９，９０３ ４９

２１年 ９４３，２８２ ４５

績 ２２年 ６０２，７９１ ５０

２３年 ９６１，０８８ ４６

８０６，４０３ ４８

９７０，０００ ４８

概
　
要

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

２４年見通し

　入荷量は昨年より増加か。需要と重なり相場も安定と予想。後半も安定した流れに。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（４３．０％）、２位奈良
（１２．６％）、３位三重（９．８％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　入荷量は昨年並みか。全サイズ安定した入荷の見込み。５～６号鉢の単価は安定するも
のの、２．５号鉢は厳しそう。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜（４４．７％）、２位埼玉
（４４．５％）、３位愛知（４．３％）となっている。

２４年見通し

　入荷量は昨年並みか。昨年同様に早生品種作付が多い。年々、アーチ仕立てが増加傾向
であり、単価も２，０００円台を予想。
　昨年１０月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知（６５．０％）、２位静岡
（７．６％）、３位徳島（７．４％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 72,788 150.0 6,436,441 136.6 88 91.1 581,423 113 52,236,848 117 90 103

トマト 698 274.2 286,911 412.4 411 99.3 3,030 245 1,076,517 286 355 117

たまねぎ 33,135 164.1 1,523,286 270.8 46 165.0 219,816 99 8,170,639 85 37 86

にんにく 1,843 93.4 372,364 132.2 202 141.6 11,679 116 1,525,099 71 131 61

ねぎ 4,118 95.3 475,292 124.9 115 131.1 30,186 100 3,742,685 146 124 146

ブロッコリー 3,480 95.9 552,055 101.8 159 106.1 30,915 164 4,565,544 145 148 88

結球キャベツ 1,361 72.9 41,024 77.8 30 106.7 30,680 147 1,134,110 166 37 113

にんじん・かぶ 11,021 181.0 476,980 159.5 43 88.1 55,510 111 2,654,557 111 48 100

ごぼう 4,888 106.4 228,285 88.0 47 82.7 27,597 112 1,508,336 68 55 61

えんどう 155 71.6 44,534 62.2 288 86.9 1,892 149 675,634 189 357 127

アスパラガス 226 119.2 130,050 121.5 574 101.9 10,681 141 4,592,705 126 430 90

まつたけ 145 135.2 512,436 128.7 3,544 95.3 145 134 513,348 126 3,548 94

しいたけ 116 79.5 34,689 85.4 299 107.4 2,613 91 877,533 117 336 129

かぼちゃ 1,471 388.5 120,267 387.5 82 99.7 99,373 112 6,528,237 116 66 104

果実（生鮮・乾燥） 182,612 106.7 22,944,303 111.3 126 104.4 1,232,027 105 147,033,415 107 119 102

バナナ 98,017 106.3 6,788,262 97.3 69 91.5 658,735 103 43,694,246 99 66 96

パイナップル 18,944 116.1 1,120,655 111.4 59 95.9 105,787 115 6,225,752 114 59 99

レモン 8,737 131.9 855,642 123.6 98 93.7 33,937 114 3,805,799 118 112 103

オレンジ 9,611 90.4 964,778 98.3 100 108.7 99,078 117 9,523,871 119 96 102

グレープフルーツ 15,198 76.4 1,151,145 83.2 76 108.9 116,581 95 10,348,088 100 89 105

メロン 2,244 111.1 200,035 113.6 89 102.2 17,946 85 1,966,696 90 110 106

ぶどう 630 297.3 159,146 301.5 253 101.4 13,469 159 2,674,472 186 199 117

キウイ 6,920 103.5 2,236,460 102.1 323 98.7 41,863 101 14,276,759 110 341 108

いちご 511 104.2 421,680 105.7 825 101.5 914 105 740,064 105 810 100

切花（生鮮・乾燥） 3,448 104.5 2,360,415 102.9 685 98.5 24,368 112 18,105,141 118 743 106

鳥獣肉類 165,355 103.7 70,638,109 102.2 427 98.5 1,040,387 97 447,723,900 96 430 98

牛肉（くず肉含む） 50,361 104.0 21,823,599 112.7 433 108.4 291,176 101 123,188,585 102 423 101

豚肉（くず肉含む） 65,676 108.4 34,463,846 108.3 525 99.9 446,238 98 234,123,249 98 525 100

鶏肉 40,548 96.7 8,620,870 68.0 213 70.3 251,110 92 57,891,188 77 231 84

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 147,785 115.8 83,648,311 112.7 566 98.0 1,075,822 110 604,098,441 114 562 104

まぐろ類 15,171 111.4 12,681,110 107.0 836 96.0 125,754 128 107,517,045 129 855 100

さば・さんま・あじ・いわし 4,964 120.4 1,106,560 205.3 223 170.5 51,225 119 9,593,143 136 187 115

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 168 137.5 140,194 131.4 836 95.5 2,344 22 1,361,823 38 581 175

うんしゅうみかん 0 25.6 548 25.4 1,189 99.1 119 80 73,534 76 620 95

りんご 41 91.2 19,010 119.8 463 131.3 1,895 19 846,326 28 447 151

なし - - - - - - 10 48 4,690 54 464 113

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 164,077 94.4 - - - - 1,338,201 116 - -

緑茶 210 85.8 444,000 102.3 2,112 119.4 1,254 88 2,735,861 99 2,182 113

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

７ 月 ま で の 累 計

（２０１２年）

品 名
７ 月

主要農林水産物の輸出入実績
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全  国 平成22年＝100 
消費者物価指数 
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22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 
 
 

 

 

 22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

24年 3月 100.3 108.2 117.9 99.7 101.8 24年 3月 114.3 103.1 128.1 142.3 98.5

4月 100.4 105.5 104.5 99.1 101.9 4月 108.4 103.1 105.2 141.5 98.3

5月 100.1 100.0 110.2 98.8 100.7 5月 105.8 105.0 99.5 145.5 98.9

6月 99.6 91.0 104.5 98.8 102.0 6月 95.3 105.1 86.9 113.5 100.7

全

 

国

 

7月 99.3 89.9 96.0 98.8 101.1 7月 95.4 105.1 86.8 103.1 102.6

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  

24年 3月 100.5 107.4 123.8 100.3 101.9 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

4月 100.6 106.4 107.3 102.0 103.2  

5月 100.3 103.4 114.0 100.7 103.2

6月 100.0 98.2 103.5 99.8 104.7

愛

知

県

 

7月 99.6 93.6 97.5 100.0 101.7

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 

単位 

 

年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

24年 3月 2,039 210 247 743 696 310 207 345 226 752 754 162 558 

4月 2,048 186 276 691 494 359 232 436 228 530 762 161 602 

5月 2,039 226 232 662 427 373 178 429 226 481 664 153 645 

6月 2,079 128 194 708 365 304 165 389 232 427 606 154 636 

7月 2,118 116 161 707 293 282 141 416 274 446 592 141 684 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

24年 3月 747 281 376 180 224 849 544 168 181 333 220 805 415 

4月  ― 247 351 142 216 903 554 153 179 315 230 830 404 

5月  ― 263 359 148 217 808 536 168 163 316 232 805 390 

6月  ― 309 343 ― 208 756 533 141 157 302 230 817 400 

7月  ― 273 359 ― 203 836 528 144 151 292 226 839 413 
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いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


